
第１２回 北九州市迷惑行為防止推進協議会 議事要旨 

 

１ 日 時 平成２３年１１月１４日（月） １４：００～１５：００ 

 

２ 場 所 北九州市役所本庁舎１５階 特別会議室Ｂ 

 

３ 議 事 平成２３年度実施事業について 

 

４ 出席者 大坪委員（会長）、豊川委員（副会長）、太田委員、加藤委員、久保委員、 

嶋田委員、樋口委員   計７名 

       

５ 議 事 

（１）平成２３年度実施事業について事務局から報告を行い、その後意見交換を行った。 

委員の主な発言概要は次のとおり。 

 

  ◆「迷惑行為防止基本計画推進事業」について 

   ○北九州市のモラル・マナーアップイメージキャラクター「マナーレンジャー」を活用

するという構成案だが、このキャラクターが市民に浸透しているとは言えないので、最

初にマナーレンジャーについて説明する必要がある。 

   ○子どもの大人に対する批判ばかりを育てるようなつくり方はやめてほしい。 

 

   ①モラル・マナーアップ教育推進事業（児童向けモラル・マナーアップ教育教材の作成） 

    ○子どもに訴えるのなら、子どもに身近な迷惑行為をとりあげた方がよい。 

○犬ふんの放置やたばこの吸い殻のポイ捨てが、「何故だめなのか」という切り口から

入った方がよいと思う。 

    ○教育教材で４つの迷惑行為が掲載されているが、条例で定められている１４の迷惑

行為を全て紹介した方がよいのではないか。 

    ○教育教材の４つの迷惑行為を紹介している写真の横にも、それぞれ担当のマナーレ

ンジャーを掲載すれば分かりやすくなるのではないか。 

   

②地域における市民啓発推進事業（地域における啓発用ＤＶＤ製作） 

   ○目に訴えるという取り組みは大切だと思うが、コストに見合った効果が得られるよ

うにしなければならない。 



○ＤＶＤは、家庭教育学級などでも紹介して、大人と子どもが一緒に見て、家庭にお

ける親子の共通認識を促進する工夫をしてほしい。 

    ○ＤＶＤの製作は今回限りか。 

    （事務局）ＤＶＤは４～５年くらい使えるものを製作する。 

 

    ○ＤＶＤの中で、迷惑行為の実態や防止するための取組みをリポートする「モラル・

マナーアップ 子どもリポーター」は女の子が多いが、応募はどのように行ったのか。 

（事務局）市内在住の５年生を対象に応募した。応募者の中に男の子はほとんどいな

かった。 

    ○「子どもリポーター」は全員一緒に活動するのか。 

    （事務局）グループに分けて活動する予定である。 

   ○行政がつくった台詞を言わせるのではなく、「子どもリポーター」達自身の、のびの

びとした生の言葉で伝えた方が、ＤＶＤを観ている人達の心に響くと思う。 

○市政テレビ番組等でも「子どもリポーター」を使えば影響力が強まると思う。 

 

  ◆「モラル・マナーアップ関連条例推進事業について」、 

    ○路上喫煙以外の３つの迷惑行為の状況について、犬ふんの放置や落書きの過料適用

件数が０なのは過料処分が難しいためだと思うが、これらについても実態調査のデー

タがあれば改善状況の有無は把握できるのではないか。 

    （事務局）これらについても今年度から調査を行っており、データがまとまれば皆さ

まにもお示しできる。 

 

「落書き消去支援事業について」 

    ○落書き消去にかかる溶剤で環境が汚染されたりしないのか。 

    （事務局）しっかり養生を行い、廃液なども適切に処理しているため問題はない。 

    ○落書きを消去してきれいになった壁に、再度落書きをされることがあるが、落書き

ができないような素材を使うなどの対策はとらないのか。 

    （事務局）新たな落書きをされないために、来年度は落書きを消去した後に、施設の

所有者の了解がとれれば、市花であるひまわりの絵などを描こうと考えている。 

    ○落書き消去に市が使っている経費はいくら位か。 

    （事務局）落書き消去を行う団体に物品支援を行う経費として、本年度は、溶剤、刷

毛等の購入費など２５万円の予算を措置している。 

    ○落書き消去のボランティアを行っている北九州塗装協同組合「落書きなくし隊」は、



これまで７回も活動されているようだが、このような団体をもっと誉めて取り上げる

ことで、さらなる良い活動を生み出す連鎖が起きると思う。 

    （事務局）昨年度は、受賞にはいたらなかったが北九州ボランティア顕彰に推薦した。

他の機会もあれば行いたい。 

    ○以前、婦人会で折尾のトンネルを清掃して、タウン誌に写真を掲載してもらったら、

違うボランティアが継続してゴミ拾いを始めた。まちをきれいにするといろいろな連

鎖が生まれるのだと思う。１１月２２日に折尾駅前で落書き消去活動を若い人たちと

一緒に行うので、うまく広報できれば、さらなる効果が期待できるのではないかと考

えている。 

    

＜会長まとめ＞ 

○本日いただいた意見を参考にしながら、取り入れられるものは出来るだけ取り入れな

がら進めていきたいと思う。 

 

（２）報 告 

 ・平成２３年度市政モニターアンケート「モラル・マナーアップに関する取り組みにつ

いて」の実施について 

・第５６回九州ブロックＰＴＡ研究大会ブロック・支部代表者に対するミニアンケート

「小倉重点地区の迷惑行為の状況について」の結果について 

 


